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新緑の候、市連協所属の各チームの皆様方もますますご清祥のこととお喜び申し上げま

す。日頃は、市連協の大会活動、運営等に多大なるご協力を賜り、誠にありがとうござい

ます。 

 さて、この度は、公式戦試合時における諸注意点（指導者、審判）について皆様方に再

度ご周知いただきたく、別添文書を配布させていただきます。 

 各チームともに、指導者、父兄が何年かおきに代替わりする為、市連協の決まり事が引

き継がれていかないというデメリットが生じています。 

 しかしながら、試合の実施は公認野球規則及び競技者必携に基づき、またその中で規定

されていないことは市連協の独自のルールに基づき、運営実施されています。 

 試合の実施に関しては明文化された公認野球規則及び競技者必携があるため問題は生じ

ておりませんが、市連協の独自のルールに関しては、大会要項の記載若しくは口頭によっ

ていたため、支障を生じた場合がありました。そこで、今回文章化（指導者及び審判）を

図り、皆様方によりご周知いただくように準備をさせていただきました。 

 皆様方におかれましては、別添文書の内容について、何卒ご理解とご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1. 指導者 

 服装について 

ベンチ入りする指導者（背番号 30 29 28番を付けるもの）は、原則として子供たちと同

じ帽子、ユニフォーム、ストッキング、スパイク（同色・同意匠）を着用し、ユニフォー

ムはハイカット若しくはレギュラーとします。（ロング及びストレートは禁止とします。） 

ズボンの裾をくるぶしまで伸ばした格好は、指導者・子供たちともに禁止です。 

 

ベンチ入りする指導者のサングラスの着用、サングラスを帽子の上にかけるなども禁止で

す。（試合中はかばんなどに仕舞っておくこと。）。ただし、健康上の理由により使用する場

合は、あらかじめ大会本部または当該試合の担当審判に報告し、了解を得ることとします。 

 

ベンチに入るスコアラーは、男性女性問わず、運動のできる服装（ジャージなど）をして、

当該チームの帽子を着用すること。（女性のスカート、ハイヒール等は禁止とします。） 

試合前、ユニフォーム着用していない指導者のグランドへの立ち入りは禁止です。 

 

 喫煙行為について 

ベンチ内は禁煙です。また、特に喫煙のために試合中みだりにベンチを出入りすることは

厳禁です。 

 

 マナーについて 

試合中、ベンチ内でのパソコン、タブレット、スマホ、携帯電話の使用（写真を撮る、電

話をかける、受ける等の行為）は禁止です。 

ただし、将来、パソコン、タブレット・スマホなどを利用した電子スコアブックが広く認

められた場合、その使用について考慮致します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. 審判 

 服装について 

上着： 

白のカッターシャツ、ポロシャツ等の無地で襟付きの服装です。（半袖、長袖どちらでも可

です。） 

寒い時期のジャンパーは、市連協の指導者用若しくはスポ少配布のジャンパーを着用して

下さい。（ない場合は紺若しくは黒の無地のジャンパーでも可です。） 

なおスポ少県大会等では、白のカッターシャツ長袖と決まっていますので注意してくださ

い。 

半袖の白のカッターシャツの袖口から、色付きのアンダーシャツが見えていることがあり

ますが、NGです。 

ズボン： 

黒又は紺系統で無地の長ズボン（ラインの入ったものやジャージは不可） 

スポ少配布のズボンは、不可ですのでご注意ください。 

帽子： 

審判帽若しくは OBL の帽子（通常は、各チーム 2 つの帽子を所有して

います。） 

球審を担当する場合は、球審用帽子を着用のこと（つばの狭いもの） 

OBLの帽子を後ろ向きに被ることは禁止です。 

 

 

 

ワッペン： 

OBL のワッペンを左胸のポケットの辺りに着ける。（冬の市連協の指導者用ジャンパーでは

ワッペンは不要） 

 

防具： 

球審は、プロテクターを着用し、ボールケースを持つこと。（プロテクターは、インサイド

及びアウトサイドどちらでも可、ポケットにボールを入れることは禁止です。） 

審判用マスクには危険防止のため、スロートガードもつけておくこと。 

 

 

 

 

 

 


